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令和 5 年度第１回古賀市上下水道事業経営等審議会 会議録 

(要点筆記) 

 

【会議の名称】 

 令和 5 年度第 1 回 古賀市上下水道事業経営等審議会 

 

【開 催 日 時】 

令和5年6月29日（木）14:00～16:00 

 

【開 催 場 所】 

古賀市役所 第2庁舎4階 402会議室 

 

【傍 聴 者 数】 0人 

 

【出 席 者】 

 委 員：木下委員（会長）、浦野委員（副会長）、西本委員、宮崎委員、渋田委員、中島委員、吉村委員 

 事務局：小山建設産業部長、足立上下水道課長、渋田参事補佐兼上水道係長、大砂総務・上水道管理係

     長、真崎下水道管理係長、三原下水道係長、松岡給排水係長、廣田業務主査、安武業務主査、

     向井業務主査、龍主任主事 

 その他：田辺市長 

 

【会議の内容】 

1. 開会 

 

2. 市長挨拶 

 

3. 委嘱書の交付 

 

4. 自己紹介（委員、事務局） 

 

5. 会議の成立の及び資料の確認 

・委員 7 名全員の出席により、会議成立を報告 

・今年度の会議は公開とし、会議録は要点筆記にて作成の上、ホームページ等で公開 

・本日の傍聴者は 0 名 

・資料の確認 
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6. 会長・副会長の選任 

・会長を木下委員、副会長を浦野委員に決定 

 

7. 諮問 

〇 第 1 号 上下水道事業の経営や今後の料金等のあり方について 

・市長より諮問書を読み上げ、会長に交付 

 

8. 議事 

（事務局） 

・議事に先立ち今年度の審議会の予定について説明する。今年度は、4 回程度の開催を予定して

おり、第 1 回は「水道事業の現状と加入金について」、第 2 回は「下水道事業の現状について」、

その後「上下水道事業の財政将来見込み」を踏まえて答申をいただきたいと考えている。内容や

回数についても変更の可能性がある。 

 

⑴ 古賀市水道事業の現状について 

資料「古賀市水道事業の現状について」に基づき説明 

  補足資料 「古賀市水道事業経営戦略」、「古賀市水道事業経営戦略 評価の概要」、 

「古賀市浄水場のあり方について（答申）」 

   （資料訂正箇所） 

「古賀市水道事業の現状について」 

ｐ21 2－9 補てん財源 

誤 ⑵ 当年度分（過年度分）勘定留保資金 

正 ⑵ 当年度分（過年度分）損益勘定留保資金 

    

・古賀市では、福岡地区水道企業団および北九州水道企業団からの受水および自己水源として

大根川と古賀ダムから取水している。令和 2 年度中に取水井をすべて廃止した。 

・市の配水管の老朽化率は、類似団体 19.3%に対し 24.4%であり、今後も計画的な更新で老朽

化の改善を図る必要がある。 

・料金の支払い方法に PayPay などのスマホ決済を導入し、今年度からスマホ決済の種類も拡

充している。また、昨年度、上下水道課窓口にセミセルフレジを導入した。 

・現在は、第 10 期拡張事業が終了し、給水区域面積は 2,425ha、給水戸数 20,704 戸、人口 45,877

人となっている。拡張事業により給水人口が 3,500 人ほど増加したが、事業終了に伴い、給水

人口は横ばいか、人口の減少に伴って少しずつ減少していくものと思われる。 

・経営の健全性・効率性については、経営収支比率、累積欠損金比率、流動比率、企業債残高対

給水収益比率は基準とされる数値を上回っており、経営は健全であると言える。 

・料金回収率は、令和 4 年度決算見込みでは 103.62%である。取水井廃止により令和 3 年度に
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一時的に料金回収率が 100％を下回ったが、今後は維持管理費がかからなくなるため、経営状

況は良くなる見込み。 

・給水原価は、令和 4 年度決算見込みでは 205.61％である。料金回収率が 100％を超え、給水

原価が供給単価を下回ったため、給水にかかる費用は給水収益で賄えていると言える。また、有

収率も 100％に近く、給水した水量が効率よく収益に結びついている。 

・令和 4 年度決算見込みでは、未処分利益剰余金の残高は、15 億 3200 万ほどあり、積み立て

も含めた利益剰余金の残高は 26 億 5400 万ほどとなっている。4 条予算の不足を賄う余力があ

ると考える。 

・資金残高は、年々少しずつ減少しているが、計画よりも多く保有している。 

 

⇒質疑等なし 

 

⑵ 加入金について 

資料「加入金について」に基づき説明 

・一般住宅では主に口径 13 ㎜か 20 ㎜が使われている。 

・（2 ページ目）当時の金額が不明な部分を空白にしている。 

・近隣市町との比較では、15 市町中、口径 13 ㎜は 13 番目であり、大野城市と並んで 2 番目に

高い。口径 20 ㎜については、9 番目である。口径 25 ㎜以上になると、使用料を含めた算定方

法や都度協議するなど市町により基準が異なっており単純比較が難しい。 

 

⇒質疑等なし 

 

（事務局）  

・今回の審議会の内容については、現状についての説明のため、特に質問が出なかったが、不明

点やその他質問等があれば事務局まで問い合わせていただきたい。第 3 回では上下水道事業財

政の将来像についての審議を行う予定のため、その時に今回の内容についての意見をいただけ

ればと思う。 

 

10. その他 

 （事務局） 

・令和 5 年度第 2 回上下水道事業経営等審議会の日程調整について説明 

   ・報酬は 7 月 31 日までに支払う 

・古賀市 LINE 公式アカウントの案内 

 

11.  閉会 


